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研究成果の概要（和文）：功利主義vs正義・公正という二項対立図式を乗り越えた解決の道筋を探求するため、
無知のヴェールのアイディアを借りて忌避施設立地問題の合意形成を題材としたゲーミングとシナリオ実験を実
施し、次の3点を明らかにした。1)利害当事者だけによる合意の失敗が無知のヴェールによる決め方の公正さ評
価を高める。2)負担を複数箇所に分散させる配分の不衡平緩和が有効である。3)無知のヴェールによる決定方針
の受容はあらかじめ候補地を決め打ちした決定方針よりも立地受容に繋がる。

研究成果の概要（英文）：The current study explored the resolution beyond the dichotomy between 
utilitarianism and justice, adopting the idea of “the veil of ignorance.” Gaming and scenario 
experiments were conducted with the cases of consensus-building about “Not In My Back Yard 
NIMBY)” issues. The results suggested: 1) Failed experiences of consensus made by only interested 
parties enhanced the evaluation of the fairness of the procedure implementing the veil of ignorance.
 2) Mitigating inequity by distributing the burden to plural regions is effective for public 
acceptance. 3) The decision policy installing the veil of ignorance led to the acceptance of siting 
more than the decision policy narrowing down the candidate region.

研究分野：社会心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
社会全体にとって望ましい決定のあり方を問う問題は社会科学や哲学・倫理学の古典だが、実証研究が盛んにな
ってきたのは近年のことである(亀田, 2022)。無知のヴェールを手続き的公正の観点から位置付け直し、社会的
受容に手続き的公正が重要であるという従来の知見に積み重ねるかたちで、その有効性を実証的に示した点に学
術的意義がある。利害当事者だけでは合意が困難なNIMBY（忌避施設立地）問題において、無知のヴェールを具
現化可能な手法を提起しつつ、その意義と限界を示した点に社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
本研究の大きな学術的問いは、功利主義 vs 正義・公正という二項対立図式を乗り越えた解決

の道筋を探求することにある。功利主義とは最大多数の最大幸福を目指すもので、社会全体での
協力を考える上で重要な理念的支柱である。しかし、功利主義だけでは、少数の受苦者を切り捨
てかねないという別の問題を孕む。そこで登場するのが正義・公正という概念である。ロールズ
は自分がどのような立場に置かれるか不明な状況（無知のヴェール下）に置かれたならば再不利
者の最大改善を優先するはずと考えた。 

社会的決定過程場面に無知のヴェールのアイディアを取り込むことは有効だが、万能ではな
い。つまり、利害葛藤を乗り越えられる可能性がある一方で、自分が不利な立場にあることが明
らかになったときに無条件では決定を受容しないためである。本研究の「問い」は、自分が不利
な立場になることが明らかになった後にも決定を受容できる要件を明らかにすることである。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、NIMBY 問題の合意形成を題材に、公正な決定プロセスのあり方を論ずる中
で、無知のヴェールによる決め方の有効性と限界を示すことである。 

その具体的な題材として、現代社会で生じている NIMBY(Not In My Back Yard)問題を本研
究では取り上げる。NIMBY とは、社会全体に必要性が認められるが、自分の居住地の近くには
来てほしくない忌避施設立地の問題である。本研究では、具体例として、高レベル放射性廃棄物
の地層処分地選定と、福島原子力発電所事故由来の除染土の再生利用等処理問題を取り上げた。 
 申請研究期間内には次の 3 つを明らかにすることを目的とした。 
①無知のヴェールによる決定後、自分が不利になることがわかっても受容に繋がるためには、利
害当事者だけによる事前合意の失敗経験が必要であることを公正さの評価と対応させて明らか
にする。 
②NIMBY 問題は社会全体の便益のために負担が一箇所に集中するという不衡平の問題がつき
まとう。しかし問題の種類によっては多少の効率性は損なっても複数箇所で負担を配分すると
いう発想もあり得る。福島第一原発事故に端を発した除去土壌の再生利用を題材とした仮想シ
ナリオ実験により、不衡平の緩和が効率性よりも重視され、社会的受容に繋がることを示す。 
③NIMBY 問題の種類によっては一箇所に決めざるを得ない問題もある。このような問題でも、
候補地をあらかじめ決め打ちするよりも、だれもが当事者となり得るという無知のヴェール下
から出発することが手続き的に公正であると評価され、社会的受容に繋がることを示す。 
 
３．研究の方法 
(1) 無知のヴェールを実装した NIMBY 問題の合意形成ゲーミング 
 忌避施設立地状況を模したゲーミングを開発した。すべての参加者は自分の居住地が潜在的
に候補地となり得るという中で、話し合いにより候補地を決定することが求められる。はじめに
全員が利害当事者の代弁者として議論をする。このような状況では、自地域が不適地であること
を主張し合うだけで決定できないという経験をする（１回目ゲーム）。その後、利害の代弁者に
よる話し合いと、自身の利害について無知であるという立場の住民役（無知のヴェール下の市民）
の二段階による議論を行い、無知のヴェール下に置かれた市民による決定を利害の代弁者も受
け入れられるかを検討した（２回目ゲーム）。 
 
(2) 負担の不衡平緩和が及ぼす効果の仮想シナリオ実験 
 福島第一原発事故に端を発した除去土壌の再生利用をめぐり、一箇所だけで実施するか、複数
自治体で実施するかを操作した仮想シナリオ実験を行った。回答者は不衡平感、効率性評価、手
続き的公正、受容などの項目に回答した。 
 
(3) 無知のヴェールによる決め方が手続き的公正と社会的受容に及ぼす効果のシナリオ実験 
 高レベル放射性廃棄物地層処分地選定を題材に、候補地をあらかじめ絞り込んだ条件（公募申
入条件）と、全国から例外なくすべての場所が候補地となり得る状態から出発する条件（無知の
ヴェール条件）を設定した。はじめに総論として地層処分政策一般についての説明文を教示した
（第一段階）。次に、条件操作をし、操作された決定方針について説明をした（第二段階）。三段
階目に、操作された方針で候補地を決めたところ回答者の居住地が選ばれたという教示をした。
各段階で、手続き的公正や受容などの質問に回答を求めた。 
 
４．研究成果 
(1) NIMBY 問題の合意形成ゲーミング 
 横山ら(2017)は、利害当事者だけの話し合いだけでは合意形成できないという失敗経験がなけ
れば、自身の利害を知らないという無知のヴェール下にある住民による決定が受容に結びつか
ないことを示した。しかし、参加者が合意形成の失敗経験からどのように認知が変化するのかは



明らかにされていなかった。そこで、1 回目ゲームから 2 回目ゲームに合意形成への態度などを
測定し、その変化を自由記述のテキスト分析を行った。その結果、当事者だけでなく第三者も含
めた多様な主体が関与して決めるべき、当事者以外が決定に関与した方が公正である、無知のヴ
ェール下にある市民による決定は公正である、という方向に認知が変化した。一部には、無知の
ヴェール下にある市民による決定は現実にはあり得ないという意見もあったが、そのような意
見の者も無知のヴェールの公正性と有効性は認めていた(Yokoyama, Ohnuma, et al., 2021)。 
 さらに、複数ある価値の系のうちどの側面を重視すべきかについての事前合意場面にも、当事
者による議論と無知のヴェール下にある市民の議論を組み合わせて決めていくというゲーミン
グも作成した。その結果、無知のヴェール下にある市民は確かに社会全体の望ましさから公正に
議論したが、一方で当事者性は低く、自身の居住地に立地されることのリアリティを喚起しにく
いことも示された。つまり、決め方についての事前合意ができたとしても、いざ当事者となった
場合に決定が覆される可能性への懸念も示された。無知のヴェールによる決め方は決定プロセ
スの初期段階には有効かもしれないが、候補地が絞られるにつれ直接的なステークホルダー対
話が重視されるべきことも示された（横山・大沼, 2021）。 
 
(2) 負担の不衡平緩和が及ぼす効果 
 複数箇所で行う多数自

治体条件の方が一箇所だ

けで行う単独条件よりも、

不衡平感が低く、手続き的

に公正で受容できると評

価されていたが、効率性の

評価は条件差が見られな

かった(Figure 2)。 
 媒介分析の結果、条件操

作は不衡平感を介して受

容に影響していたが、効率

性については媒介してい

なかった(Figure 3)。 
 以上の結果は、人々は功利主義的な効率性よりも、不衡平に反応して評価することを示してい

る。除去土壌の再生利用については、一箇所に負担を集中させるのではなく、負担を分散し不衡

平感を低減することが社会的受容を高める可能性を示唆した（横山・大沼ら, 2021）。 
 

 
 

Figure 1. Participants' evaluation changes before and after experienced the failed 
consensus building by the interested parties' decision. 
 

Figure 2. 一箇所か複数化の平均値の差 

Figure 3.媒介分析結果 



(3) 無知のヴェールによる決め方が手続き的公正と社会的受容に及ぼす効果 
 無知のヴェール条件では公募申入条件よりも、手続き的公正も受容も高く評価されていた

(Figure 4)。また、特に無知のヴェール条件で、決定方針の受容が立地受容に繋がっていた(Figure 
5)。一方、公募申入条件では、総論の受容から立地受容への直接の効果が強く、決め方について

の受容から立地受容への関連は弱かった。決定プロセスを段階的に考え、決定方針を決める段階

で誰もが当事者となり得る状況から出発することの意義を示した(Ohnuma et al., 2021)。 
 

Figure 5. 段階ごとの要因間連関 

Figure 4. 条件別・段階別評価（左段：受容，右段：手続き的公正） 
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